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グループ・ブランドとグループ社名を「ＡＧＣ」でグローバルに統一 

 
旭硝子株式会社 

 

旭硝子株式会社（本社：東京、社長：門松正宏）は、創立１００周年を迎える２００７年９月を機に、

グループ・ブランドをＡＧＣ（エイ・ジー・シー）に統一することを決定しました。ブランド統一にあ

たっては、新しいブランド・ロゴを採用するほか、海外を含むグループ各社が社名を変更し、社名に 

ＡＧＣを冠することとします。 

 

 当社は２００２年にグローバル一体経営を掲げ、社内カンパニー制に移行、グループ・ビジョン

“Look Beyond” を制定し、この実現に向けた経営体制を整備してきました。 
 一方、ブランドについては、自動車用ガラスの分野では、すでにグローバルでブランド統一を実施し

ましたが、建築用板ガラスの分野では、欧州では「グラバーベル」ブランド、北米では「ＡＦＧ」ブラ

ンドといった、買収当時のオリジナルブランドを地域ブランドとして使用するなど、事業分野によって

対応に差がありました。 

 今般、グループ・ブランドをグローバルに「ＡＧＣ」で一本化することにより、幅広い範囲にわたる

当社の事業形態を「ＡＧＣグループ」としてより分かりやすくステークホルダーへ伝えると同時に、グ

ループ従業員５７，０００人の一体感を高め、グローバル成長戦略を加速していきます。 

 

 また、より強固な「ＡＧＣ」ブランドの確立を目指し、グループ各社の社名を「ＡＧＣ」を冠する社

名に変更することとしました。自動車用ガラス事業では、すでにグローバルに「ＡＧＣ」を冠する社名

に統一していますが、建築用板ガラス事業、ディスプレイ事業、化学事業、エレクトロニクス＆エネル

ギー事業においても、グローバルに「ＡＧＣ」を冠する社名で事業を展開することにより、さらなるブ

ランド価値の拡大を図ってまいります。（社名変更例は別紙の通り） 

 

 なお、新しいブランド・ロゴは以下のとおりです。 

 

 この新しいロゴマークは、当社グループの力強さや存在感を表現したものであり、ロゴのコア部分と

なる「Ｇ」のセンター位置に朱色を配し、炎のようなエネルギーの象徴やアクティブさをデザイン化し

ました。２００７年９月までにグループ各社が使用するロゴを に統一します。 
 
当社は、グループ・ビジョン“Look Beyond”のもと、先を見据え、よりブライトな世界を創るグロ

以上 

◎本件に関するお問合わせ先：旭硝子㈱広報・ＩＲ室長  川上 真一 

l:info-pr@agc.co.jp） 

 

ーバル部材サプライヤーとして、お客様に価値あるソリューションを提供していきます。 

（担当：箕田 TEL:03-3218-5408、Emai



 
＜ご参考＞ 
 
１．社名変更例 
 

事業名 現社名 新社名 
グラバーベル（ベルギー） ＡＧＣフラットグラス・ヨーロッパ 建築用板ガラス 
ＡＦＧインダストリーズ（米国） ＡＧＣフラットグラス・ノースアメリカ 

化学 旭硝子フロロポリマーズＵＫ（英国） ＡＧＣケミカルズ・ヨーロッパ 
旭硝子郡山電材、旭ファインマテリ

アルズ（郡山市） 
ＡＧＣエレクトロニクス エレクトロニク

ス＆エネルギー 
旭テクノグラス（船橋市） ＡＧＣテクノグラス 

その他 松島光コンポーネント（福岡市） ＡＧＣマイクロガラス 
 

 

２．ＡＧＣグループの概要 

（１）連結子会社数  ：２５４社（うち海外１８８社） 

（２）グループ従業員数：約５７，０００名 

（３）連結売上高   ：１兆５，２６７億円（２００５年１２月期） 

（４）事業内容    ：建築用板ガラス、自動車用ガラス、ディスプレイ用ガラス、化学品、電子部材 


